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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 59,871 24.4 4,886 97.7 5,547 80.2 3,704 6.6

2021年３月期第３四半期 48,128 △10.3 2,471 △35.5 3,078 △34.3 3,474 15.8
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 4,251百万円( 23.0 ％) 2021年３月期第３四半期 3,457百万円( △3.1％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 124.28 ―

2021年３月期第３四半期 116.59 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 129,611 101,066 75.0

2021年３月期 122,914 97,488 76.3
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 97,211百万円 2021年３月期 93,756百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― 11.00 ― 11.00 22.00

2022年３月期 ― 11.00 ―

2022年３月期(予想) 11.00 22.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 76,000 13.3 5,900 64.8 6,600 52.7 4,500 4.2 150.99
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 33,006,204株 2021年３月期 33,006,204株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 3,202,234株 2021年３月期 3,202,035株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 29,804,047株 2021年３月期３Ｑ 29,804,249株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意
事項等については、添付資料２ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大による景気の悪化から、海外各国の経

済活動再開に伴う輸出の増加等により、企業活動に持ち直しの動きが見受けられました。しかしながら、半導体不足や

燃料費高騰の影響、新たな変異株が国内外で確認されるなど先行き不透明な状況となっております。

　このような環境のなかで、当社グループが営業の基盤を置く名古屋港の港湾貨物は、輸出は自動車や自動車部品等が

増加し、輸入はアルミニウム等が増加したことにより、ともに前年実績を上回りました。

　当社グループといたしましては、輸出貨物は、自動車部品等の取扱いが増加しました。輸入貨物は、非鉄金属の取扱

いが増加しました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループの連結売上高は、598億71百万円と前年同期と比べ117億

43百万円（24.4％）の増収となりました。

　営業利益は、48億86百万円と前年同期と比べ24億15百万円（97.7％）の増益となりました。

　経常利益は、55億47百万円と前年同期と比べ24億69百万円（80.2％）の増益となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純利益は、37億４百万円と前年同期と比べ２億29百万円（6.6％）の増益となりました。

　セグメントの経営成績は次のとおりであります。

　港湾運送およびその関連の売上高は、586億49百万円と前年同期と比べ117億20百万円（25.0％）の増収となりまし

た。賃貸の売上高は、12億22百万円と前年同期と比べ23百万円（2.0％）の増収となりました。

（２）財政状態に関する説明

流動資産は、前連結会計年度末に比べて14億92百万円増加し、364億77百万円（前連結会計年度末比4.3％増）と

なりました。これは、その他の流動資産が19億81百万円増加したことなどによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて52億３百万円増加し、931億33百万円（前連結会計年度末比5.9％増）と

なりました。これは、建物及び構築物が80億35百万円増加したことなどによります。

　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて66億96百万円増加し、1,296億11百万円（前連結会計年度末比5.4

％増）となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて６億49百万円減少し、148億12百万円（前連結会計年度末比4.2％減）と

なりました。これは、短期借入金が28億20百万円減少したことなどによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて37億68百万円増加し、137億32百万円（前連結会計年度末比37.8％増）と

なりました。これは、長期借入金が30億46百万円増加したことなどによります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて35億78百万円増加し、1,010億66百万円（前連結会計年度末比3.7％増）と

なりました。これは、利益剰余金が30億43百万円増加したことなどによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2021年８月６日に公表いたしました2022年３月期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,385,884 17,469,285

受取手形及び売掛金 12,955,950 14,373,878

未収還付法人税等 75,216 87,766

その他 2,591,619 4,573,293

貸倒引当金 △23,398 △26,316

流動資産合計 34,985,272 36,477,907

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 62,696,607 71,236,778

減価償却累計額 △34,984,810 △35,489,504

建物及び構築物（純額） 27,711,797 35,747,273

機械装置及び運搬具 16,590,688 16,674,122

減価償却累計額 △12,789,213 △12,710,914

機械装置及び運搬具（純額） 3,801,475 3,963,207

土地 25,351,687 25,343,731

リース資産 980,979 817,396

減価償却累計額 △744,670 △630,386

リース資産（純額） 236,309 187,009

使用権資産 837,077 750,157

減価償却累計額 △519,101 △124,986

使用権資産（純額） 317,976 625,170

建設仮勘定 4,648,592 903,422

その他 2,147,933 2,420,992

減価償却累計額 △1,544,099 △1,568,171

その他（純額） 603,833 852,820

有形固定資産合計 62,671,671 67,622,636

無形固定資産

ソフトウエア 152,452 206,149

ソフトウエア仮勘定 92,975 93,776

リース資産 3,313 5,895

その他 39,113 45,181

無形固定資産合計 287,854 351,002

投資その他の資産

投資有価証券 20,158,623 20,324,903

長期貸付金 665,420 640,530

繰延税金資産 704,399 636,472

退職給付に係る資産 1,661,107 1,678,872

その他 1,985,673 2,084,311

貸倒引当金 △205,141 △205,140

投資その他の資産合計 24,970,082 25,159,950

固定資産合計 87,929,608 93,133,588

資産合計 122,914,880 129,611,495
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 4,902,096 5,056,968

短期借入金 4,820,000 2,000,000

1年内返済予定の長期借入金 93,328 247,444

リース債務 220,793 226,014

未払法人税等 1,307,603 106,907

賞与引当金 1,629,705 882,001

その他 2,488,195 6,292,665

流動負債合計 15,461,722 14,812,000

固定負債

長期借入金 1,065,032 4,111,464

リース債務 324,511 580,061

繰延税金負債 1,139,310 1,550,858

役員退職慰労引当金 6,920 8,036

退職給付に係る負債 4,604,553 4,564,810

資産除去債務 2,022,371 2,033,268

未払役員退職慰労金 179,625 179,625

その他 622,061 704,518

固定負債合計 9,964,385 13,732,642

負債合計 25,426,108 28,544,643

純資産の部

株主資本

資本金 2,350,704 2,350,704

資本剰余金 1,603,897 1,603,897

利益剰余金 86,139,877 89,183,018

自己株式 △2,304,630 △2,304,859

株主資本合計 87,789,849 90,832,760

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,209,042 7,333,666

為替換算調整勘定 △1,527,948 △1,187,440

退職給付に係る調整累計額 286,030 232,727

その他の包括利益累計額合計 5,967,124 6,378,954

非支配株主持分 3,731,798 3,855,137

純資産合計 97,488,772 101,066,852

負債純資産合計 122,914,880 129,611,495
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 48,128,026 59,871,936

売上原価 39,135,127 47,729,448

売上総利益 8,992,898 12,142,488

販売費及び一般管理費 6,521,378 7,255,757

営業利益 2,471,519 4,886,731

営業外収益

受取利息 32,315 8,656

受取配当金 492,723 678,721

持分法による投資利益 14,553 -

為替差益 13,119 23,328

その他 69,781 98,354

営業外収益合計 622,494 809,061

営業外費用

支払利息 14,117 17,759

持分法による投資損失 - 88,759

固定資産除却損 - 32,511

その他 1,812 9,499

営業外費用合計 15,930 148,530

経常利益 3,078,083 5,547,262

特別利益

投資有価証券売却益 1,640,292 -

雇用調整助成金 411,436 -

特別利益合計 2,051,729 -

特別損失

固定資産除却損 20,088 -

投資有価証券評価損 8,986 -

特別損失合計 29,074 -

税金等調整前四半期純利益 5,100,737 5,547,262

法人税、住民税及び事業税 1,258,227 1,198,353

法人税等調整額 263,914 484,751

法人税等合計 1,522,142 1,683,105

四半期純利益 3,578,594 3,864,156

非支配株主に帰属する四半期純利益 103,847 160,029

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,474,747 3,704,127
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 3,578,594 3,864,156

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 476,925 88,419

為替換算調整勘定 △529,272 347,987

退職給付に係る調整額 △12,617 △54,388

持分法適用会社に対する持分相当額 △56,490 5,022

その他の包括利益合計 △121,455 387,041

四半期包括利益 3,457,138 4,251,198

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,327,386 4,115,956

非支配株主に係る四半期包括利益 129,752 135,241
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。収益認識会計基

準の適用による主な変更点は以下のとおりであります。

(1) 輸入貨物の出庫料に係る収益認識

輸入貨物の入庫時に、入庫料等と併せて出庫料の収益も認識しておりましたが、貨物の出庫時に収益を認識

する方法に変更しております。

(2) 船舶代理店業務に係る収益認識

従来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、顧客への財又はサービスの提供に

おける当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から仕入先に支払う額を

控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,705,110千円減少し、売上原価は1,704,076千円減少しており

ます。営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響額は、軽微であります。また、利益剰余金

の当期首残高は5,296千円減少しております。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法に

より組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３

月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる

収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表への影響

はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２港湾運送および

その関連
賃貸 計

売上高

外部顧客への売上高 46,929,499 1,198,527 48,128,026 ― 48,128,026

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2,700 312,710 315,410 △315,410 ―

計 46,932,199 1,511,238 48,443,437 △315,410 48,128,026

セグメント利益 1,804,270 655,927 2,460,197 11,322 2,471,519

(注) １．セグメント利益の調整額11,322千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２港湾運送および

その関連
賃貸 計

売上高

外部顧客への売上高 58,649,641 1,222,295 59,871,936 ― 59,871,936

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2,700 346,367 349,067 △349,067 ―

計 58,652,341 1,568,662 60,221,003 △349,067 59,871,936

セグメント利益 4,366,142 508,582 4,874,724 12,006 4,886,731

(注) １．セグメント利益の調整額12,006千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益認識に

関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「港湾運送およびその関連」の売上高は

1,705,110千円減少しております。セグメント利益に与える影響額は軽微であります。

　


